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社会福祉法人すこやか福祉会 

発行日：2017 年 11 月 1 日 第 43 号 

本部事務局 住所：〒120-0023 

東京都足立区千住曙町 4－16 

TEL：03-5813-9251 

２０１５年に策定した「すこやか福祉会５ヶ年計画（２０１５年～２０１９年）」 
の重点課題として、「サービス形態ごとの介護事業運営を改め、地域別事業運営に 
よる『地域ケア』をめざします」と掲げました。 
市区町村が事業主体となる介護事業への対応や地域包括ケアを念頭に置いた地域を 

主体とした事業運営を進め、地域に根ざす社会福祉法人としてさらなる発展をめざしていくためには、 
従来のサービス別事業運営では対応できないという判断です。 
その方針のもと２０１７年１０月から、すこやか福祉会の事業運営形態をサービス形態ごとの事業運営から

エリア別事業運営に変更いたしました。今までの通所介護・訪問介護・グループホーム・地域密着事業等の介

護サービス別の事業部は９月末をもって廃止し、１０月１日から４つのエリア（葛飾、足墨、湾岸、埼玉） 
によるエリア別事業運営を行っていきます。４つのエリア事業部にエリアマネジャーを専任配置し、エリア事

務長、サブマネジャー、担当事務局を配置し、対応する自治体や地区協議会、関連医療機関、共同組織、地域

団体との有機的な連携を強めていきます。 
また、今後は保育や障がいサービスも含めた一体的なエリア別事業運営を検討していきたいと考えていま

す。引き続きご支援ご協力をお願いいたします。 
常務理事 菊地 雅彦 

 

【葛飾区】 【足立区・墨田区】 【港区・江東区・江戸川区】 【三郷市・八潮市】 

天野 義久 福留 孝枝 中野 一仁 落合 直人 
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１０月１日の日曜日、葛飾やすらぎの郷で「すこやか祭り」を開催しました。 

当日は晴天に恵まれ事前準備の大変さを忘れるくらいの来客者。開店と同時にドッとあふれる人々に、この催しが 

地域社会に根付いていることを強く実感いたしました。 

今年は例年とは違う点が 2つありました。会場である、葛飾やすらぎの郷で大規模修繕があり、例年５月の開催

日が 10 月へ変更されました。開催当日は心地よい気候でしたが、準備期間中は梅雨の時期もあり、冷夏や長雨に

悩まされました。また時期が変更した影響か、最初はバザー品の提供も少なく、開催が危ぶまれました。 

 

 

もう１点は、名称を「バザー」から「祭り」に変更し、地域の子供達にアピールすることを目標としました。 

バザー品の仕分け段階から子供達に喜ばれる物を選別したり、当日も子供達をターゲットにした催しを実施しまし

た。地域学校へのビラ配りの甲斐もあり、例年以上に多くの子供達が来場してくれて会場の雰囲気も明るく活気に

満ちたものとなりました。 

子ども向けゲームコーナーの横に設置した「介護体験コーナー」では、リフトや車椅子などを実際に体験しても

らう機会を設けました。馴染みのない介護補助器具に興味津々の子どもたち。 

姉弟で参加していたお姉ちゃんが弟に、「車椅子が来たからどいて」と言って、 

弟の手を引いて通り道をつくってあげていたのが印象的でした。 

社会福祉法人として、介護を必要とする人がいることや、介護の仕事をして 

いる人がいることを、子供達に知ってもらう機会を作ることは大事なことだと 

実感しました。無事に終えることが出来、支援する会をはじめ、 

ボランティアや地域住民の方々に改めて感謝を申し上げたいと思います。 

実行委員長 伊坂 光弘 

 

左：伊坂実行委員長 

左：ゲーム用の景品がずらーり！！ 右：大盛況のゲームコーナー 介護体験中。 職員も笑顔いっぱい♪ 

開始前：中庭のバザー物品 

おいしい食べ物の出店も完売！！ 
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毎年８月の最終 
土曜日は、１～4 
号棟の住民の方々 
が運営する「みた 
ての団地祭り」が 
あります。今年は、 
みたて以外の事業所 
の職員もボランティアにかけつけ、フランクフル

ト・ソフトアイス・サワーを販売しました。 
１７時から始まり２時間も経たないうちに、フラ

ンクフルトとサワーは全て完売でした。 
 

 

 

そしてなんと 

いっても毎年一番

のお楽しみは、 

職員によるロック

ソーランの演舞で

す。当日、朝の 

予報では一日中雨でしたが、奇跡的に天候にも 

恵まれました。今年は過去最大の１３人参加でダ

イナミックに踊ることができました。そのせいか

一曲が終わると、たくさんの方々からアンコール

をいただき、翌月の自治会でも「すこやかさんの

踊りが素敵だった。盛り上がった。今後も続けて

欲しい。」とのお言葉をいただきました。 

しかし、みたて団地は年々高齢化が進んでい

て、団地祭りの継続が厳しくなっています。年に 

一度の一大行事が途絶えないように、来年はお祭

り当日だけでなく、事前準備から協力をして地域

とのつながりを大切にしたいです。 

湾岸エリアマネジャー 中野 一仁 

 

10 月 1 日の日曜

日、デイサービスセ

ンター采女の里とみ

さと健和団地診療所

が会場となって、 
第 27 回健康まつりが 

行われました。天候もよく昨年よりも多くの方が

来場されました。バザー、お赤飯、あんこときな

このおはぎを販売、お赤飯とおはぎは完売しまし

た。バザーは洋服や小物など大盛況でした。 
 
 
午後はみさと健和団地診療所にて第 23 回戦争を

語り継ぐつどい・講演会でした。女学生の頃に体

験した貴重な戦争体験のお話しをききました。講

演会では「認知症サポーター養成講座」を実施し

地域の方々といろいろなお話が出来ました。 
デイサービスセンター采女の里 島村 真依 

快晴の会場 

月 1 回定期開催される『カフェひろば』、9 月 20
日は第 6 回目の開催となりました。総勢 58 名の参

加で、この日のメニューは筑前煮と炊き込みご飯。

子供たちのご飯を待つ姿もなれたもの。炊き込み

ご飯を選ぶ時には「おれ、きのこごはーん！」 
「わたし、わかめごはん！」と元気な声で注文が

入ります。恒例の「ドングリおじさん」の遊び―

コーナーも人気でした。  
デイサービスセンターかなまち 紙屋 友信 

人気の射的 

ありがとうございます！ 

いつも美味しいご飯 
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〒120-0023 東京都足立区千住曙町 4-16 

「すこやか福祉会 事務局 クイズ係」 

FAX 03-5813-9252 

学童クラブの庭で毎日ミニサッカーをする男の子達。

その中で最近、３年生の姿をきっかけに心温まる出来事

が２つありました。 
 

  
3 年生の M･Ｅ･K と 1 年生のＮがサッカーゲームをし

ている間、Ｎがあまりボールを触れておらず、その様子

に気付いた 3 年生が「PK やろう！」と提案してくれま

した。3 年生の 3 人は、シュートを打つ人･キーパーを

和気あいあいと交代していきます。 

その様子をしばらく見ていたＮが、「僕もやりたい」

と言ってきました。「いいよ！」と快くシュートを打つ

順番に入れてくれ、いざＮがシュート！･･･足がうまく

当たらず、ボールが力ないままコロコロと転がっていき

ます。 

それに対して一瞬戸惑いの空気が流れましたが、 

すぐに「わー！すごいじゃん！」「当たったね！」など

と、力強い拍手をしながら声をかけてくれました。 

するとＮは照れながらもとても嬉しそうにはにかみ、 

皆が満面の笑みになっていました。 

 
 
３年生のＭ･Ｅ(同上)と 2 年生のＫ･Ｆ、1 年生のＡ･

Ｓの 6人がゲームをしている途中、Ａが蹴ったボールが 

木の上に乗ってしまいました。すると 3年生の 2人がデ

ッキブラシを使い一生懸命に取ろうとしてくれ、他の 4

人も必死に応援。やっと取れると、皆で「やったね、取

れたね！」と声をかけあい、とてもいい雰囲気でした。 

 

 このように日々の生活･遊びを通して、素敵な気持ち

の交流が多く見られます。これらひとつひとつを大切に

していきたいと思っています。 

つばさ学童保育クラブ  岡本 雅子 

 

今年 6月、上野動物園

で 5年ぶり 5例目の 

ジャイアントパンダの赤ちゃんが誕生し、都の

公募により先月香香(シャンシャン)と名付けら

れました。親しみやすく可愛らしい名前ですね。 

現在はつかまり立ちもするようになり、順調に

育っているとのことです。 

2016 年 12 月には期間限定で上野駅にパンダ姿

に変装した、すこやか福祉会でもお馴染みの彼

が配置され話題となりました。 

さて、彼とはいったい誰のことでしょうか。 

①木彫りのパンダ  

②信楽焼きのパンダ  

③ペッパーくん 

 
【クイズ応募のきまり】 

◆ ハガキまたは FAX で 

 ≪氏名・住所・広報誌の感想を明記≫ 

◆ 商品：抽選でクオ・カードを贈呈 

◆ 締切：2017 年 12 月 31 日（必着） 

◆ 答え・当選者発表：次号紙面にて 

【前回クイズ当選者】答え：③ 西條様・森様 

サッカーをする子どもたち 


